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像

目指す学校像
研究主題

到達度のわかる目標 評価 成果と課題・改善策や今後の方向性 評価 意見等

単元テストで学習内容の80％以上の定着。
※学調や実力テストなどの結果も分析する。 B

「考えることが好き」と答える児童80％以上。 A

「論理的に考え表現できる力が児童についてき
た。」と答える教職員80％以上。 C

「授業で自分の考えが言える」と答える児童
80％以上。 A

「先生は自分をよく分かってくれている」と答え
る児童90％以上。 A

「学校は子どもをよく理解しようとしている」と
答える保護者90％以上。 B

「子ども理解と支援体制が充実していた」と答
える教職員90％以上。校内支援会議月1回開
催。

C

SCや奥伊勢支援ｾﾝﾀｰとの連携。（校内研修、
ケース会議の実施） B

「授業が分かる」と答える児童90％以上。 A

「学校は分かりやすい授業に取り組んでいる」
と答える保護者90％以上。 B

「研究授業や校内研修は資質向上につながっ
た」と答える教職員90％以上。 B

「大宮小に対して満足している。」と答える保護
者90％以上。 A

安全教育・健康教育・食教育の計画的な実施。
※年間計画に基づく実施やその内容 A

「自分は火災や地震の時、適切な行動が取れ
る」と答える児童100％。 B

「学校は子どもの安全確保対策に努めている」
と答える保護者95％。 B

危機管理に関わる教職員ｱﾝｹｰﾄで肯定的な評
価が100％。 A

「学校は楽しい」と答える児童90％以上 A

「いじめは絶対に許さない」と答える児童
100％。 B

「学校は仲間づくりや心の教育を大切にしてい
る」と答える保護者90％以上。 A

道徳・人権教育の計画的な実施。
※年間計画に基づく実施やその内容 B

「自分には良い所がある」と答える児童90％ B

「学校は子どもの良いところを認める教育活動
を行っている」と答える保護者90％以上 A

「人と話したり一緒に活動することは楽しい」と
答える児童90％以上 A

児童や教職員（学校全体）に『凡事一流』の精
神が根付いてきたと答える教職員80％以上 A

ねらいを明確にして地域学習を行うことができ
たと答える教職員90％以上 A

「学校は地域に根ざした活動をを大切にしてい
る」と答える保護者90％ A

「地域学習は好き」と答える児童90％以上 A

「この地域（ふるさと）が好き」と答える児童
90％以上 A

「学校の様子はたよりやHPで知ることができ
る」と答える保護者90％ A

「学校は保護者や地域の声を活かした学校経
営に取り組んでいる」と答える保護者90％以
上。

B

学期に1回の授業参観、各種行事への参加呼
びかけを積極的に行う。 A

学校評価のPDCA化（各学期でｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟの
評価実施）※評価が改善に結び付く。 B

時間外労働の縮減（月平均30H以内）
◆上限：月45H、年360Hを超えない。 B

休暇取得の推進（一人年間18日以上） B

会議時間の短縮（1H以内の会議80％） A

定時退校日の設定（毎週火曜日、達成率
90％） A

〇各学期末に校内安全衛生委員会定例開催、取組の改善を行った。
〇時間外労働上限、月45ｈ、年360ｈ　0人（1月末）
〇休暇取得  一人平均20.6日（年休14.1、特休5.6）（1月末）
〇会議時間　１H以内　81％（1月末）
〇火曜定時退校達成率　9７％（1月末）
▲各月平均30H以上となったのべ職員数10人
◆教職員ｱﾝｹｰﾄ「勤務時間縮減の取組の推進」の項でA評価13％、B評価
53％、C評価33％（昨年：A27％、B53％、C20％）である。意識改革や工
夫とともに業務の効率化・平準化や削減が必要である。

B

・負担を少なくするために、地域
人材をより活用することが必要で
ある。
・学校＝ブラック企業と言われて
いるが、子どもたちの育成の場、
素晴らしい居場所にしてほしい。
・教員自身や家族との時間も大切
にしてほしい。

A－達成   B－ある程度達成　C－未達成　　　〇：成果　▲：課題　◆：来年度に向けて
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(1)地域学習の充実
①学習のねらい（つけたい力）

の明確化と工夫
②郷土の特色を生かした継
続性のある取組
③人との出会いを通してそ
の思いや願いを知る取組
④取組の発信

〇教職員アンケート「ねらいが明確な地域学習」の項でAB評価93％
〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「学校は地域に根ざした活動を大切にしている」の項でAB評
価96％
〇児童ｱﾝｹｰﾄ「地域学習は好き」の項でAB評価95％。「大紀町が好き」の項
でAB評価97％
◆大滝峡等でのキャンプやもちつき感謝祭等の学校行事を再開した。また、
保護者ｱﾝｹｰﾄより「大紀町の自然を生かした学校行事」について意見をいた
だいた。ねらいを明確に地域の方や保護者の理解・協力を得ながら、地域を
学ぶ、地域で学ぶ学習の質を高めていく。

A

・地域学習では教員負担を軽減
する意味でも地域の人と子どもた
ちにまかせるのがよいのではない
か。
・地域学習を支える環境、人材に
恵まれていると思う。
・今年度は園児と児童の交流が増
えて嬉しい。
・保育園・学校との合同運動会に
ついては今後の課題である。

(2)情報発信の充実
①各種たより、HPによる情
報発信
②授業参観や学校公開の
推進
③学校評価・関係者評価の
充実と学校改善

〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「通信等で知ることができる」の項でAB評価96％。「保護者
や地域の声を活かした・・・」の項ではAB評価88％
〇地域回覧版で「大宮小だより」を回覧し、児童の活動の様子を発信した。
〇保護者に参加してもらう行事は予定通り実施できた。（4月授業参観・
PTA総会・学級懇談会、9月運動会、11月文化祭、2月授業参観・講演会）各
種行事での保護者の参加率は高く協力体制は充実している。
◆新聞、テレビ、MCTV等を通じた情報発信を適切に実施する。本年度、高
学年で試行した学習端末を活用した情報発信を検討する。

A

・自分の子ども以外のことや卒業
後はどうしても学校への関心が薄
れる。
・普段から子どもに地域行事への
積極的な参加を勧めることが大事
である。
・地域と保護者が触れ合う機会が
ない。

(3)教職員が働きやす
い環境づくり
①校内安全衛生委員会の
活用と定例化
②時間外労働縮減、会議時
間短縮、定時退校、休暇取
得

・学力向上は先生方の努力の成果
である。
・論理的思考力、表現力を付けるた
め、その道の専門家の授業を企画
してはどうか。
・読書が好きになる工夫を学校・家
庭・地域で考える必要がある。
・アンケート結果から児童、保護者
は学校の教育活動に信頼を寄せて
いることがわかった。
・読み取る力が弱い。読解力の向上
のための取組を進めてほしい。

(2)特別支援教育の充
実
①子ども理解と支援体制の
充実
②全職員による情報交換と
共通理解
③学校に出にくい児童への
対応
④外部機関（専門機関）と
の連携

〇児童ｱﾝｹｰﾄ「先生は自分を分かってくれる」の項でA評価62％、B評価
36％。（※R5全国6年調査「先生は、あなたのよいところを認めてくれている
と思いますか」：A50％、B40％）
〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「学校は子どもを理解しよう」の項でAB評価86％。
〇SCによる校内研修（吃音・チック）を実施し、より適切な児童理解や指導に
つながった。
▲教職員アンケート「子ども理解と支援体制が充実していた」の項でAB評価
75％。特別な支援を要する児童に対して、マンパワー不足ながら効果的な配
置と実態に応じた適切な支援に努めたり、特別支援学校との連携を進めるこ
とで成果に結びつける必要がある。
◆行動観察と記録によるアセスメントの質を向上させ、TT（チームティーチン
グ）等を適切な支援に繋げていきたい。

B

・支援を要する子どもたちへの対
応は努力されていると思うが、不
登校児童への対応が見えてこな
い。
・「自分のことを分かってくれる」と
子どもが思えるように教員には児
童理解をしっかりして大い指導力
を発揮してほしい。
・保育園・学校との途切れのない
支援を続けていきたい。
・児童や保護者への適切な対応を
引き続きお願いしたい。
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(1)防災・安全・健康教
育の推進
①自分の命を自分で守れ
る児童の育成
②教職員の危機管理意識
の向上と組織力の強化
③健康教育・食育の充実
※コロナ感染症対策

〇月1回の避難訓練、引渡し訓練、安全点検、食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応訓練など、年
間計画に従い安全教育を実施。保健分野では、薬物乱用防止教室、命の授
業を実施。食育についても栄養教諭と担任で計画通りに実施。
〇児童ｱﾝｹｰﾄ「地震や火事の時の行動」の項でAB評価97％
〇保護者アンケート「安全確保対策に努めている」の項でAB評価９８％
〇教職員アンケート「職員の安全意識・組織力高い」の項でAB評価100％。
外部講師による防犯研修を実施した。
▲保護者意見「熱中症への迅速で適切な対応」への要望あり。
◆コロナ禍で学んだ感染性予防対策の日常化・習慣化を図る。

A

・危機意識を高めるため、震災体
験者のお話を聞くことも大切であ
る。
・避難訓練の積み重ねなどでどこ
にいても命を自分で守る行動がと
れるようになってきた。
・保育園・学校と合同引き渡し訓
練を行ってはどうか。

(2)道徳性・人権意識の
育成
①いじめや差別のない安
心安全な学校
②違いや良さを認め本音
が出せる仲間づくり
③教職員の人権意識の向
上
④大宮中学校区人推協の
活動の推進

〇児童ｱﾝｹｰﾄ「学校は楽しい」の項でAB評価98％、A評価68％
〇児童ｱﾝｹｰﾄ「いじめは許さない」の項でAB評価97％、A評価88％
〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「仲間づくり・心の教育を大切に」の項でAB評価100％
▲教職員ｱﾝｹｰﾄ「計画・ｶﾘｷｭﾗﾑに従った道徳、人権教育」の項でA評価20％、
B評価67％、C評価13％。昨年度より向上しているが児童の変容に基づく計
画等の改善が必要である。
◆校内人権集会でのめざす子どもの姿を明確にし、学級経営や人権作文へ
の取組を改善していく。

B

・学校がどのような道徳・人権教
育を行っているか見えてこない。
これこそ家庭・地域と共に取り組
むべき。
・もやもや感を抱えている子ども
もおり学校を離れると当たり前の
ことができない「凡事一流」とは程
遠い様子が見られる。

(3)人とつながる力の
育成
①自己肯定感や自尊感情
の育成
②児童会や学級活動で仲
間づくりを推進
③当たり前の事を一流に
『凡事一流』
④QUの分析と活用

〇児童ｱﾝｹｰﾄ「自分には良いところがある」の項での評価　A50％、B38％、
C9％、D評価3％。（※R5全国6年調査：A43％、B41％、C11％、D5％）
○保護者ｱﾝｹｰﾄ「学校は子どもの良い所を認める・・・」の項でAB評価92％
○児童ｱﾝｹｰﾄ「人と話したり一緒に・・・楽しい」の項でAB評価100％、A評価
80％
▲自己肯定感については全国的な課題でもあるが、本校でも低い子どもが
散見される。達成感を得られる活動を工夫するなど引き続き課題とし取組を
継続したい。
◆「凡事一流」をテーマにして学習・生活の約束の実践・定着に取り組んだ。
来年度もその取組を継続する。

B

・他人に褒めてもらうと自信がつ
き前向きになる。学級で「友達の
よいところ発表会」などを企画す
るとよい。
・発達段階に応じて自分の良さを
感じ、人とつながる力を育てて
いってほしい。
・これまでの地域の人との繋がり
も大切にしながら、新しい繋がり
もつくっていってほしい。

(3)教職員の授業力・資
質向上
①授業力向上（わかる授
業）のための研修
②研究テーマにせまる取組
の充実
③学調やみえスタの分析と
授業改善
④信頼される学校（教職
員）

令和５(2023)年度　　大宮小学校　　行動計画・学校自己評価・学校関係者評価
『自ら学び、心豊かで、しなやかに生きる子どもの育成』
①自ら課題を見つけ、とことん考える子「もっと知りたい」　　　②自分の考えや気持ちを表現し、伝え学び合える子「伝えたい」
③お互いの違いや良さを認め合い、自他を大切にできる子　　　④しなやかな強さを持ち、なんにでも前向きに挑戦しようとする子
(1)『凡事一流』　(2)『明日も来たいと思う学校』
『もっと知りたい伝えたい　～自分の考えや気持ちを筋道立てて表現できる子どもの育成～』

◎学校関係者評価委員(学校運営協議
会委員）
柏木昭久、上村勇、小野賢二、出口眞市、
奥山富子、生駒貞子、吉田正木、
水谷奈々美

A－達成   B－ある程度達成　C－未達成　　　〇：成果　▲：課題　◆：来年度に向けて

重点目標
行    動    計    画 学  校  自  己  評  価 学校関係者評価

〇児童ｱﾝｹｰﾄ「授業が分かる」の項でAB評価98％、A評価68％
○保護者ｱﾝｹｰﾄ「分かりやすい授業」の項でAB評価88％、A評価51％
○校内研修では、「筋道立てて表現できる力」を高める授業づくりに一人一回
の研究授業の行い、指導主事から指導いただいた。その他、生徒指導、人権
教育、特別支援教育、防犯などの研修を行い、年間39回の校内研修会を実
施した。教職員ｱﾝｹｰﾄでAB評価87％。
○学調の分析と論理的思考力や表現力の向上へアプローチは一定の成果を
得ることができた。
○保護者ｱﾝｹｰﾄ「大宮小に満足」の項でAB評価92％。A評価49％
◆保護者満足度のC評価8％。さらなる授業改善（単元を通してつけたい力
を明確にした単元構想、振り返る活動の充実）とていねいな説明が必要であ
る。

B

・研修回数が多く教員の負担に
なっていないか。
・「授業が分からない」と回答した
子どもには保護者の協力も得て
「分かる」と言えるように指導して
ほしい。
・分かりやすい授業も大切だが楽
しく学べる授業づくりに努めてほ
しい。
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(1)学力向上の推進
①基礎学力の定着と活用
②学んだり考えたりする事
が好きな児童
③論理的な思考と表現
④外国語・情報教育（学習
端末活用）の推進

〇学力調査（4,5,6年）は全国や県の平均を上回る結果を出している。
〇教職員ｱﾝｹｰﾄ「基礎学力が身についている」の項でAB評価93％
〇児童ｱﾝｹｰﾄ「考えることが好き」の項でAB評価が87％
〇児童ｱﾝｹｰﾄ「授業で考えが言える」の項でAB評価85％
▲教職員アンケート「論理的に考え表現する力」の項でAB評価67％、C評価
33％。特に表現力については、従業中の発言では話型が身に付いてきてい
るので、国語科による系統的な指導や表現する場づくりを進める。
◆読書活動の目標を数値化や、授業ツールとしての学習端末の活用を一層
進める。児童への生徒指導面、学習面での指導・指示事項を共有し、実践す
る。

B


